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助成団体 

夏休みに入り、子ども達の活

動も本格的に始まりました。 

活動をしているのを見かけた

ら、「頑張ってるね！」と声

をかけてあげてください。 

皆さまのご支援・ご協力を 

お願いします。 

●７月初めに野菜の種植えを行い、19日

(土)には少量ですが念願のとうもろこしの

収穫を行いました。野菜の成長具合をみ

ながら、公園の清掃作業日に合わせて、

収穫した野菜を老人クラブの方にプレゼ

ントします。 

 

●昨年の活動を続けながら、今年はさらに、一人暮らしのお年寄

りや地域の老人ホーム・デイサービスセンターを訪問し、野菜を

プレゼントする予定です。 

●７月2日(水)、４日(金)  

 校区にある避難場所へ実際に出向き、

現況を確認しながら作成した避難場所一

覧資料「まもれ 高知」を、小学校や保育

園、ふれあいセンター等に配りました。  

●今後は、地域と一緒に行なう防災訓練

や桂浜で配布する防災啓発ポスターの作

成に取り組む予定です。 

●7月17日(木) 

 愛宕商店街に、メッセージ短冊付きの風鈴を飾

りました。 

●今後は、商店街の店主やお客さん、近くのコ

ミュニティ施設の来館者等に呼びかけて書いても

らった「愛」という文字を、商店街に飾るアート

イベントや、昨年できなかった商店街のイメージ

看板作成などに取り組む予定です。 

●７月６日(日)、12日(土)、

26日(土)にはダンス班が介

護 施 設 や 保 育 園 へ、19 日

(土)にはバンド班が、地域の

夏まつりに出向き、舞台を披

露しました。 

 今後も要請された場所やイベントに出向き、劇・

ダンス・マジック・演奏を披露しながら、演者を含

めた参加者全員での交流を図っていく予定です。 

 

※平成26年4月以降（50音順）  

 ≪企業･団体 様≫ 
★ 一般財団法人高銀地域経済振興財団 

              理事長     森下  勝彦 様 

★ 株式会社四国清掃工業  代表取締役   森国   勇 様 

★ 高知県青年読売会    会長      尾崎  知宏 様 

★ 三愛石油カスタマーサービス株式会社 

              代表取締役   池田  宜弘 様 

★ 読売センター高知長浜  代表      中村   治 様 

★ ほか１件 

≪個人 様≫ 
★梶原 太一 様 

 

 寄附の手続きは簡単です。下記までお気軽にご連
絡ください。手続き等は地域コミュニティ推進課の
ホームページでもご確認いただけます。 
   また、寄附金については、税制上の優遇措置があ
ります。 

 「こうちこどもファンド」は、この事業にご賛同いただ

ける個人や企業の皆さまからのご寄附によって支えられて

います。未来のまちづくりを支える子どもたちの想いを、

市民・企業など社会全体で応援しませんか。子どもたちへ

の応援の気持ちを、ぜひ寄附としてお寄せください。 

【お問合わせ先】高知市地域コミュニティ推進課  
                  (TEL/088-823－9080) 

 

 

★お断り★ 
24、25年度にご寄附をいただいた皆様
は、地域コミュニティ推進課のホーム
ページに掲載しております。 

 【発行元】高知市地域コミュニティ推進課 高知市鷹匠町2丁目1－43   TEL：088－823－9080  
              Ｅ-mail：kodomofund@city.kochi.lg.jp URL：http://www.city.kochi.kochi.jp/soshiki/21/ 

活動紹介 
高知市立愛宕中学校生徒会 

ＮＳＰ(ﾅﾝｶｲｻﾊﾞｲﾊﾞﾙﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)おたすけ隊 

瀬戸東町1・2丁目元気キッズ 

キッズパフォーマーズ“土佐チル” 

高知市立横浜中学校生徒会 

「横中ボランティアの会」 

●7月６日(日) 

 「第26回浦戸湾七河川一斉清

掃」に参加しました。 

●７月19日(土) 

 「第 15 回 新 町 ふ れ あ い ま つ

り」に参加しました。 

●9月以降は、校区施設・道路脇

花壇への花植えにむけて、花の育

苗など準備を行います。 

助成団体の活動は、Facebookでも紹介しています。高知市役所ホーム

ページのトップ画面にある、こちらのバナーからご覧いただけます。 

『旭東 防災レ ンジ ャー』『高 知市 立介良 中学 校生 徒会』『Food 

Treasure Hunter in Namegawa』『横浜小学校めざせ！クリーン

地域』も、協力してくれる地域の方と相談しながら、準備を進めてお

ります。次号をお楽しみに♪ 

 こどもファンドアドバイザーの活用は、大きく分けて３段階あ

ります。１つ目は、ファンドへの応募を考えた時、どんなことを

したらいいかな？何から始めれば？といった相談に対し、一緒に

考えを整理するサポート。 

   2つ目は、応募した後、公開審査会において、どんな

風にみんなの前で発表したら良いかを検討する際のサ

ポート。 

 3つ目は、実際に助成を受けて活動に取り組む中

で、いろいろな悩みが出てきた際に、どうしたら良

いか考える時のサポートを行います。 

 先日、早くも来年度の応募に向けた企画検討のた

め、アドバイザー派遣の依頼がありました。 

 派遣費用は無料です。ご希望の場所に出向きます

ので、積極的にアドバイザーをご活用ください！ 
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平成26年度 助成グループが決定しました 

助成団体名 活動のテーマ 助成金額 

高知市立横浜中学校生徒会 

「横中ボランティアの会」 

笑顔あふれるまちづくり 

～Let'sクリーン花華いっぱい大作戦Ⅲ～  120,000円 

キッズパフォーマーズ 

“土佐チル”  
とどけます 笑顔と感動 交流で  200,000円 

高知市立介良中学校 

生徒会  

やるじゃん！介良～介良の史跡を知ってもら 

おうプロジェクトpart.2～ 200,000円 

旭東防災レンジャー みんなでお年寄りの命を守るんジャー！ 200,000円 

横浜小学校 

めざせ！クリーン地域 

「自然学習林一斉清掃」 

「めざせ！クリーン地域」 
199,465円 

NSP(ﾅﾝｶｲｻﾊ゙ ｲﾊ゙ ﾙﾌ゚ ﾛｼ゙ ｪｸﾄ）

おたすけ隊 

まもれ、高知 自らの生命をまもり、 

我らの地域を救う Nankai Survival Project 
194,600円 

Food  Treasure   Hunter 

    In   Namegawa！ 
行川の「食」宝物探し！！ 191,500円 

瀬戸東町１・２丁目 

元気キッズ 

こどもからお年よりまで仲よく元気なまちづく

り～とどけよう笑顔と元気・ひろめよう仲よし

の“わ”～  

194,600円 

高知市立愛宕中学校生徒会  
愛宕商店街活性化プロジェクト  
          ～愛❤アート～ 

200,000円 

平成26年度こうちこどもファンド助成決定団体 

 平成26年度のこうちこどもファンド助成

グループを決める公開審査会を、平成26年

６月22日(日)、高知市南部健康福祉センター

2階大ホールにて開催いたしました。 

応募グループの子どもたちは、3分以内と

いう短い制限時間の中で、審査員に対し、自

分たちが取り組みたいと考えている活動を精

一杯アピールしました。 

会場には、応募グループ関係者や県外から

視察でお越しくださった方等、約190名の参

加者が集まりました。 

 今年は９グループの子どもたちに助成が決

定し、夏休みに入って、早速活動に取り組ん

でいます。 

 助成グループの子どもたちの活動は、当こ

どもファンド通信やFaceboook、地域コ

ミュニティ推進課のホームページ等で、随時

お知らせしています♪ぜひご覧ください！ 

（※公開審査会の様子は2ページ目以降に  

掲載しています。） 

（平成26年８月） 

こどもファンドアドバイザー 

畠中 洋行 さん 

http://www.city.kochi.kochi.jp/soshiki/5/facebook.html
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はりまや橋小学校 

（３年）  

   青木 晴楓さん 

附属中学校

（１年）

  大原

公開審査会のようす 
 今年は10グループの子どもたちが、公開審査会に挑みました。 

 お芝居仕立てにしたり、着ぐるみを登場させたりなど、３分間という 

短い発表時間を目一杯活用し、それぞれのグループが工夫を凝らした発 

表を行いました。 

はりまや橋小学校 

（３年）  

   西本 凌都さん 

  旭小学校 

 （５年） 

    松下 藍花さん 

  旭東小学校 

 （５年） 

    宇賀 みくもさん 

  大津小学校 

 （５年） 

    森本 向日葵さん 

  第六小学校 

 （５年） 

    田部 祥一朗さん 

－３－ 

高知追手前高等学校    

（３年） 

   武市 侑土さん    

附属中学校 

（１年）  

  大原 弘靖さん   

朝倉中学校 

（３年） 

   西田 友紀さん   

朝倉中学校 

（３年） 

   松岡 陽さん  

高知中央高等学校 

（２年） 

 家古谷 優さん   

学芸中学校 

（３年）  

   大原 正裕さん   

土佐塾高等学校 

（２年）  

   公文 英里さん   

 『こうちこどもファンド』を実施する第一目標は、将来の高知を担う子ども達を育てていくこと   

 だと思いますが、第二の目標として、子ども達がこれだけ真摯に自分たちのまちについて考えている 

 のだから、大人がサポートしないわけにはいかないだろうという状況を作ることだと思います。 

  幼稚園児から高校生がこれだけ地域のことを真面目に考え、取り組んでいれば、サポートしない大 

 人なんていません。今年は、昨年・一昨年に比べてサポートに来てくれている大人が一番多いと思い 

 ます。この大人の方達があって初めて子どものまちづくりが進む方向に行くわけです。  

  子どもの真摯な姿勢や素直なまちづくりへの感覚に、大人はどうしても「無理だろう」と言いがち 

 です。しかし、そうじゃない。子どもが望んでいることを大人がフォローすれば出来るかもしれない 

 というリアリティーが、どんどん大きく、高知のまちで広がっていることに感動していますし、羨ま 

 しいなと思います。 

  大人を巻き込む子どもの力は素晴らしいです。そういった意味では、恐らく日本で唯一の、子ども 

 のまちづくりを子どもが審査し、それを大人がサポートするという体制でスタートした『こうちこど 

もファンド』は、モデルにしたドイツのミュンヘン市のまちづくりを、ひょっとしたら超 

えつつあるのかなと思わされる審査会でした。                              

                       （審査会での審査委員長講評から抜粋) 

審査委員長コメント 

           卯月  盛夫さん 

（早稲田大学社会科学総合学術院教授） 


